
国鉄通りおさんぽプロジェクト2021

伊予市駅周辺公共空間活用社会実験 伊予市 都市住宅課



『国鉄通りおさんぽプロジェクト』とは？

道路空間の安全性・にぎわい・回遊性の向上を目指して、JR伊予市駅前にある「国鉄通り」の通行方法を変更する社会実験
を行うものです。伊予市では、平成30年度（2018年度）から商店街や地域の皆さんと共に、将来の道路空間の活用方法を検討
する「国鉄通りおさんぽプロジェクト」を進めています。

第２回目となる今回は、車道を片側一方通行にして歩行者スペースを広くし、訪れる人に安全で歩きやすい道路空間を体験
してもらいます。また、商店街に休憩できるスペースを作ったり、通りに一体感を持たせるため、店舗に統一の看板を設置す
るなど、まちの変化についても検証します。
いつもと違う商店街をお気軽に「おさんぽ」してください。

【社会実験の３つの目的】

 

 

 

3. 分かりやすい通行空間の明示 

（→カラーコーンによる 通行空

間の区分、路面マークによる

歩行者空間の明示） 

4. 歩きやすい歩行空間の確保 

（→前回社会実験時の椅子テ

ーブルやテント 等のレイアウト

再考による歩道の有効幅員

の確保） 

1. にぎわいの日常化 

（→芝生スペースの設置など、

日常使いもできる新たな滞留

空間の創出） 

2. 伊予市の個性を活かしたにぎ

わいの演出 

（→地元と学生との協働による

にぎわいコンテンツ 作成、これ

までの歴史やまちづくり 活動

等の地域情報の掲示） 

1. 周辺施設との回遊性の創出 

（→バナーや統一感のある店頭

看板の設置、スタンプラリーの実

施） 

2. 沿道土地 (官・民)の有効活用

によるウォーカブルなまちの形成 

（→掲示パネルやテーブル椅子、

プランターの点在化） 

安全性の確保 にぎわいの創出 回遊性の創出 



◆概要
（1）開催日：2021年10月22日（金）～10月23日（土）の２日間
（2）実施時間：11：00～18：00
（3）会場：国鉄通り～灘町中央線

１ 歩行者空間の形成ｱ

・道路を一方通行化（東→西）し、片側１車線（北側）を歩行者空間とした。

２ にぎわい空間の形成ｱ

A：郡中港駅前広場（人工芝、ハンモック、遊び道具、プランター、看板、テーブル、椅子）
B：灘町ポケットパーク（プランター、看板、テーブル、椅子、掲示板）

３ 良好な沿道景観の形成ｱ

・統一したデザインの街路灯バナー・店舗看板、プランター、鉢植え

４ 回遊スポットの形成ｱ

・スタンプラリーの実施
・休憩スペース（人工芝、プランター、まちづくりパネル、看板、テーブル、椅子）

令和３年度（2021年度）実施内容

〈社会実験の内容〉



国鉄通りの車道を一方通行にしました。
歩行者が安全に歩けるように歩道を広くしています。

１歩行者空間の形成 『国鉄通り』



伊予鉄郡中港駅前の広場に人工芝を置いて、訪れた人がのんびり過ごせるスペースを作りました。
ご家族で遊んだり、机でパソコンを使っている人もいました。

２-Ａにぎわい空間の形成 『郡中港駅前広場』



２-Ｂにぎわい空間の形成 『灘町ポケットパーク』

社会実験の実施に合わせて、灘町ポケットパークで古本交換会などの催しが行われました。



３良好な沿道景観の形成 『街路灯バナー・店舗看板など』

商店街に一体感を持たせるため、店舗に統一のデザイン看板を設置しました。
また、街路灯にも同じデザインのバナーを設置しました。
店舗や通りに飾ったお花は、伊予農業高等学校の皆さんが育ててくれました。



４回遊スポットの形成 『スタンプラリー・休憩スペース』

通りの空きスペースに机といすを置き、休憩できるスペースを作りました。
また、スタンプラリーを行い、郡中のまちづくりを紹介しました。
立看板やプランターなどの資材は、港南中学校技術部の皆さんが作成してくれました。



１ 交通調査（歩行者、自転車） ２ 追跡トレース調査 ３ アンケート調査

☆効果測定

社会実験の効果を検証するための調査を行いました。
調査に御協力いただきありがとうございました。



国鉄通りおさんぽプロジェクト2021 実行委員会
灘町A広報区
みなみ地域振興会
伊予商業協同組合
郡中まちづくり景観推進協議会
伊予市産業建設部

協力団体
伊予農業高等学校
港南中学校

ご協力ありがとうございました


